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北海道開発局によるサンルダム本体工事予算の来年度概算計上

に対する抗議と要望書・質問書

魚類専門委員会は、天塩川流域委員会が「魚道などの対策に懸念をもつ意見があるため

専門家の意見を聞く」としたことから設置されたものです。また天塩川流域委員会意見で

は「現状の遡上、降下などの河川環境に負荷を与えずに、事前の段階から必要に応じて試

験を行い、その対策の効果を確認しながら、サクラマスの生息環境の推移を継続的にモニ

タリングして、その結果に基づきさらに必要な対策を講ずることができる体制を整備して、

取り組むべきである。」と述べています。このような役割を担って魚類専門家会議がサク

ラマスその他の魚類の保全について審議しているさなかに、さらにまた、新たにコガタカ

ワシンジュガイ保全策を検討しなければならないことが明らかになったばかりという状況

のなかで、開発局がサンルダム本体建設を実質的にスタートさせる予算要求を行ったこと

は、魚類専門家会議を無視した暴挙としか思われず、とうてい容認できるものではありま

せん。北海道開発局が、魚類専門家会議すら無視してサンルダム本体工事を強行しようと

していることに強く抗議し、現時点での本体工事着工予算計上の撤回を求めます。
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私たちは、天塩川河川整備計画が策定される過程で、北海道開発局に治水、利水および

サクラマスの保全に関する疑問に対する回答を求めてきましたが、十分な回答をいただく



ことができませんでした。また私たちと開発局との話し合いを要望してきましたが、サン

ルダム推進の団体とは話し合いを持ちながら、私たちとの話し合いについに応じることが

ありませんでした。これは民主主義のもとでの平等の原則にもとることであり、改めて強

く抗議します。そのような不公平な対応を続けられる根拠を明らかにすることを要求いた

します。

天塩川流域委員会の論議でも治水やサクラマス保全についての疑問が残されたままでし

た。その後、流域委員会意見を受けて設置された魚類専門家会議でも、私たちからの質問

にはほとんど答えられておりません。私たちは上記の要望書に関連し、とくに以下の3点

について質問させていただきますので、ご回答をお願いいたします。

ご回答は、9月25日までに、北海道自然保護協会（〒060-0003札幌市中央区北3条西

11丁目、加森ビル6F、Tbl&FAX:011-251-5465)宛に、文書と資料によっていただけま

すよう、宜しくお願いします。
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1． 魚類専門家会議によるサクラマス等の保全策の検討が始まったばかりの段階で､サンル

ダム本体工事着工の予算を計上しようというのは、魚類専門家会議の役割を無視している

としか考えられませんが、このことについてのお考えをお示しください。

2． 今回の魚道試験の期間･方法･評価方法を明記した全体計画書を示してください。

3． 私たちは、今までのダムでサクラマスが保全された例はないと認識し、したがってサン

ルダムについてもサクラマス保全は困難だと考えています。開発局がサクラマス保全に成

功したと考えている事例がありましたら、具体的なデータでお示しください。

4． 環境省レッドリストにおいて絶滅危倶I類(CR+EN)と高く評価されているコガタ

カワシンジュガイの保全策が示されていないなかで魚道試験を行おうとし、さらに本体工

事着工予算を計上するのは､前述した天塩川流域委員会意見にも反することであり、到底、

許されない行為と考えますが、それを妥当とされる根拠をお示しください。

以上
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